
   

令和４年１２月１２日 

桑折町議会 

議長 片 平 秀 雄 様 

 

桑折町議会運営委員会 

委員長 半 澤  高 

 

 

議会運営委員会所掌事務調査報告書 

本委員会は、所掌事務調査事件について調査が終了しましたので、会議規則第７７条の

規定により報告いたします。 

記 

１、調査事件 

予算決算の審議のあり方について 

 

２、調査の目的 

効率的な予算決算審議のため 

 

３、調査の経過 

□令和２年１２月１４日（月）  

  令和２年第１０回定例会において、閉会中の所掌事務調査の申し出を行った。 

 

□令和３年１月１４日（木）  

  「予算決算の審議のあり方について」の調査の進め方について協議した。 

 

□令和３年２月１８日（木）  

  「分かりやすい予算資料について」協議し、町へ要望することとした。 

 

□令和３年４月２２日（木）  

  「予算決算の審議のあり方について」の進め方について協議した。 

 

□令和３年５月２５日（火）  

  「予算決算の審議のあり方について」先進事例を参考として、特別委員会や常任委

員会設置に向けて協議した。 

 

□令和３年６月７日（月）  

  「予算決算の審議のあり方について」先進事例を参考として、特別委員会設置後に

委員会条例を改正し、常任委員会を設置する方向で検討することとした。 



   

□令和４年１月２０日（木）  

  先進地先について、協議・検討を行った。 

 

□令和４年４月１４日（木）  

  川俣町議会、棚倉町議会での進め方について、資料により協議した。 

 

□令和４年４月２６日（火）  

  川俣町議会へ調査を行うこととした。 

 

□令和４年５月２６日（木）  

  川俣町議会への質問項目について、協議・検討を行った。 

 

□令和４年７月１２日（火）  

  川俣町議会予算決算常任委員会の運営について、川俣町へ赴き調査を行った。 

 

□令和４年７月１４日（木）  

  川俣町議会予算決算常任委員会の審議の進め方に対するメリット・デメリットにつ

いて、協議を行った。 

 

□令和４年１０月２０日（木）  

  予算決算の審議の進め方について、特別委員会や常任委員会を設置しないで今まで

通りの進め方とすることとした。なお、今後の進め方については、一層の工夫を図る

こととした。 

 

□令和４年１１月１０日（木）  

  報告書（案）について、協議・検討を行った。 

 

□令和４年１１月２２日（火）  

  報告書（案）について、協議・検討を行った。 

 

□令和４年１１月２８日（月）  

  報告書（案）について、協議・検討を行った。 

 

※なお、「予算決算の審議のあり方」については、３月定例会（当初予算）及び９月定

例会（決算）の直前（定例会日程協議）、直後（定例会総括）に開催した議会運営委

員会においても協議してきた。 

 

 



   

４、調査の結果 

 当委員会では、「予算決算の審議のあり方」に関して予算決算の効率的な審議のための 

調査を実施してきた。 

(１)当初、コロナ禍の状況のもと、視察を行える状況になかったためインターネットによ

る他議会の情報収集に重点を置き調査し、予算決算常任委員会の設置による審議を目標

として進めてきた。調査においては、まずは予算決算特別委員会を設置し、予算決算の

審議方法を確立した後に予算決算常任委員会へと進める方法など協議したが、特別委員

会も常任委員会も分科会にて審議するため議員全員が予算、決算の細部の審議に加われ

ないという欠点を当議会ではどうするのかという課題もみえてきた。 

  そのような中にあって、本年７月に川俣町議会を視察し、予算決算常任委員会のあり

方について調査をすることができた。その結果、それぞれの議会には今まで培ってきた

予算決算の審議の方法があり、桑折町議会としては今までの審議方法（本会議での全員

による審議）を踏襲しながら、部分的に改善していくのが良いとの結論に至った。 

(２)予算決算の審議において当委員会で協議し、これまで改善してきた点は、次の通りで

ある。 

①議案調査日を効果的に日程に組み入れ議案調査を十分に行った上で質疑してきた。 

②わかりやすい説明資料を町執行部に求めてきた。 

③本会議での執行部の議案説明を効率的に実施し時間の短縮を行った。 

④質疑事項の議長への通告により、質疑する人数や項目数から目安となるおおよその一

人当たりの時間を参考にしてきた。 

(３)なお、予算決算の審議充実のために取り組むべき事項として次の点があげられる。 

①「政策形成サイクル」を取り入れている議会として、予算決算の審議をいかに政策形

成に結び付けていくかが課題であり、「政策形成サイクル」の考え方を前進させるた

めに予算決算の審議の途上における「自由討議」「政策討論会」の実施を有効に活用

すべきである。 



   

②議会活動にもＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）を導入することにより、予

算決算の審議において裏付けとなる情報を可能な限りデータとして求める。（特に当

初予算の審議における算出根拠の詳細なデータ） 

③引き続き議案書の早期配布を求める。 


